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【参加者募集】見えない・見えにくい人の iPhone・iPad サロン  
iPhone や iPad を使っている方同士の情報交換の場です。「自分はこんな感じで iPhone を

使っているよ。」ということを紹介したり、他の人の使い方について尋ねたり、iPhone、iPad

ユーザー同士で語り合う会です。 

(1)日 時 11 月 1 日（木） 10 時～12 時 

(2)会 場 仙台市障害者総合支援センター 1 階 オープンスペース 

(3)申込〆切 10 月 29 日（月） 
 

【参加者募集】第 213 回 仙台ロービジョン勉強会  
視覚障害児・者の支援についての定例の勉強会です。月ごとにテーマが変わり、目の病気のことから、福

祉サービス、福祉機器、具体的な支援方法など内容は多岐にわたります。 

 支援者どうしの分野や組織の枠を超えたネットワーク作り、「顔の見える関係」の基盤にもなっています。

関心があるテーマの回のみ参加される方も大歓迎です。ぜひ気軽にご参加ください。 

(1)日 時 11 月 14 日（水） 19 時～20 時 30 分 

(2)会 場 仙台市福祉プラザ 11 階 第 1 研修室 

       住所：仙台市青葉区五橋 2 丁目 12－2  電話：022－213－6237 

       交通：仙台市営地下鉄南北線「五橋」駅下車 徒歩 3 分 

(3)内 容 「見えにくい状態とうまくつきあうために……」（仮題） 

       ゲストスピーカー 仙台市青葉区  穂積 康友（ほづみ やすとも）さん 

(4)参 加 費 500 円 

(5)申込〆切 11 月 8 日（木） 

 

【参加者募集】見えない人・見えにくい人への支援を学ぶ研修会 
 
仙台市視覚障害者支援センター アイサポート仙台では、障害福祉サービスや高齢者サービスなどに従事

している方を対象に、視覚障害者支援に関する知識と技術を学ぶ研修会を開催しています。今回は障害者や

高齢者の通所介護施設等で日中介護支援に従事している職員の方を対象に、視覚障害がある利用者への対

応のポイントを実習を交えながら学ぶ研修会を企画しました。 

視覚障害がある人への適切な対応方法を支援者が知らないまま利用者にかかわり続けることによる、利

用者の意欲喪失や活動量低下などいわゆる二次障害の発生が懸念されています。視覚障害がある利用者に

出会う機会は決して多くはありませんが、だからこそ適切な対応のポイントを知ること、さらには支援者ど

うしで連携しあえるネットワークを作っておくことはとても重要です。 

興味をお持ちの方はどうぞご参加ください。 

(1)日 時  11 月 15 日（木） 13 時 30 分～16 時 30 分 

(2)会 場  仙台市障害者総合支援センター 2 階 研修室 1 

(3)内 容 視覚障害がある利用者もともに楽しめる活動プログラムのヒント 

(4)参 加 費  無料 

(5)申込〆切  11 月 8 日（木） 

※詳細についてはチラシをご参照ください。 
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【裏面もご覧ください】 



【参加者募集】第 8回 目の不自由な方と家族の交流会 
 
人生の半ばで目が不自由になった方やそのご家族の集いの場を毎月 1 回開催しています。同じような体

験をしている方どうしで経験談を聞きあったり、生活の工夫をともに学んだりしています。便利グッズの情

報、目の病気とうまく付き合いながら生きがいを持って暮らしていくヒントなど、様々な話題で盛り上がり

ます。初めての方もどうぞ気軽にご参加ください。 

(1)日 時  11 月 16 日（金） 10 時～12 時 

(2)会 場  仙台市障害者総合支援センター 2 階 研修室 2 

(3)内 容 見えなくなった方・見えにくくなった方どうしでの生活の工夫などの情報交換 

(4)参 加 費  1 人 200 円（茶話会のお茶・お菓子代として） 

(5)申込〆切  11 月 12 日（月） 

 
【参加者募集】第 9回 見えない人・見えにくい人のための 

ワンポイント講座「AI 視覚支援装置を体験しよう！！」 
 
今回はイスラエルの OrCam 社が開発した画期的な AI 視覚支援装置「オーカム マイアイ 2.0」を体験

してみたいと思います。小型カメラ、小型スピーカーを搭載した AI 視覚支援装置で、メガネのツル部分に

装着し、目の前の人の顔や、物品、文章、お札、色を認識し、耳元のスピーカーで聞くことができる画期的

な装置です。先日の eye eye 福祉機器展 2018 でも株式会社タイムズコーポレーションさんのブースでご

紹介していました。機器展で体験した方も、体験できなかった方もこの機会に是非ご参加ください。 

(1)日  時 11 月 26 日（月）10 時～12 時  

(2)会  場  仙台市障害者総合支援センター 1 階 オープンスペース 

(3)定  員  4 名（※事前申込制、先着順。） 

(4)申込〆切  11 月 21 日（水）                   

また、ご要望があれば、別日でできる限り対応していきたいと思っていますのでお気軽にご相談ください。 
 
 
 

 
見えない人・見えにくい人のためのワンポイント講座 について 

 
 
視覚障害がある人の生活に役立つグッズとして、何 10 年も前から活用されているアナログな用具があ

る一方で、最近の情報通信技術やカメラの性能の進化を採り入れたデジタルデバイスも昨今次々と登場し
ています。そのため、「私の今の生活にはどんなグッズが便利なの？」「使い方は難しくないの？」といっ
た疑問を抱くこともしばしばです。 
そこで仙台市視覚障害者支援センター アイサポート仙台では、今年の 4 月からの新たな企画として、

「見えない人・見えにくい人のためのワンポイント講座」を月 1 回開催しています。視覚障害があるから
こその生活の工夫や便利グッズの情報が得られる機会になることを目的に始めました。 
これまでに取り上げたテーマは、「遮光眼鏡ってどんなもの？」「紙幣や硬貨を識別する方法のいろい

ろ」「音声版拡大読書器を体験しよう」「電子レンジでの調理に挑戦」などなど。テーマに応じて、毎回 4
名程度以内の定員で、お一人おひとりのニーズを確認しながら便利グッズ選
びをしたり、視覚障害者向けに開発された用具をメーカースタッフ
の説明のもとじっくり確認したり、実習を通して学んだりしていま
す。また、参加希望者が多いテーマについては、午前と午後の 2 部
制で開催するなど、柔軟な対応ができるよう、心がけています。 
担当職員は「次はどんな講座にしょうか」とテーマ探しに奮闘中

です。皆さんの中で取り上げてほしいテーマがありましたら、どう
ぞ教えてください。 
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